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　　高知県におけるキャリア教育に関するとらえ方や進め方、方向性については、平成２４年３月に高知県教育委員会が全教職員に配付した「高知のキャリア教育（冊子）」で示しています。
その中で、発達段階に応じて、小学校、中学校、高等学校の各学校に期待されている内容については、キャリア教育を通して具体的に実現していくことが大切であり、協調性やコミュニケーション能力、学ぶ意欲といった生涯必要となる力の要素を、集中的に高めていけるような取組が重要です。そして、その実現のために、学力向上、基本的生活習慣の確立、社会性の育成を「高知のキャリア教育を支える３本柱」として、社会的・職業的自立をめざす教育を進めます。

　また、発達障害等のある幼児児童生徒の教育については、平成23年9月に、「発達障害等のある幼児児童生徒の指導及び支援の充実に関する指針～特別支援教育のいっそうのひろがりをめざして～」（以下「指針」という。）を作成しました。そこでは、下記に示す『指導及び支援の３つの基本方針』を示しており、発達障害等のある幼児児童生徒のキャリア教育については、この指針と、「高知のキャリア教育」の考え方を重ねて取組を推進していくことが重要です。

　　
　　
　　


発達障害等のある幼児児童生徒のキャリア教育について





基本方針１：発達障害等のある子どもの特性に応じた支援や分かりやすい授業実践力の向上を図ります。


基本方針２：発達障害等のある子どもの支援を校種間でつなぐ仕組みを構築します。


基本方針３：発達障害等のある子どもの特性を活かし、自分らしさを大切にした社会的自立や職業的自立をめざす教育を推進します。


※指針では、上記の３つの基本方針のもと、平成27年度までの5年間に取り組む具体的な施策や達成目標を定めています。





指導及び支援の３つの基本方針





�





� EMBED PowerPoint.Slide.12 ���








このリーフレットは、この指針の基本方針３に基づき、発達障害等のある子どもたちの社会的自立や卒業後の職業的自立めざす教育を推進していくための資料として作成しました。


発達障害等のある子どもたちのキャリア教育をすすめるうえで大切にしてもらいたいことは、子どもの長所や、他の子どもたちには真似できないその子ならではの強みを活かす方向で進めることが必要だと考えています。また、「できる、できない」という子どもの見立てにとどまるのではなく、「どんな指導や支援を行うことで、できるようになったのか」という日々の実践を丁寧に積み重ねていくことが、子どもの「できる」という実感をより促し、キャリア発達につながるという視点を大切にして取組をすすめてください。








リーフレットについて








発達障害等のある幼児児童生徒の

指導及び支援の充実に関する指針
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